
嘉手納基地における米軍機の騒音激化に抗議する意見書 

 

今年５月から６月にかけて、嘉手納基地に外来機が相次いで飛来し暫定配備されている

ことに伴い、航空機騒音が激化していることが本町の騒音測定調査によって明らかになっ

た。 

暫定配備されているＦ−１６戦闘機が訓練を開始した５月８日の前後５１日間における

町内３地点の騒音発生回数等を調査し比較した結果、町全体の騒音発生回数は６,６９８回

で約１.５倍、町民からの苦情は９４件で約１.８倍に増えている。特に騒音が激しい屋良地

点では、１００デシベル超えが３２回で４倍、９０デシベル台が４４２回で約２倍、８０

デシベル台が９２１回で約２.１倍となっている。また深夜早朝の騒音も増えており、屋良

地点は３０９回で約１.５倍、嘉手納地点は７５回で約１.４倍となるなど、深夜早朝構わず

響く騒音は町民の平穏な日常生活を破壊しており、米軍の傍若無人な基地運用に強い憤り

を禁じ得ない。 

本町議会がＦ−１６戦闘機１２機が暫定配備された際に「騒音がさらに増大することは必

至であり町民生活に与える影響は計り知れない」と指摘し、騒音防止協定を遵守し航空機

騒音の軽減を図ることを求め、米軍や日米両政府に厳しく要請したにも拘わらず、５月  

３１日から翌日にかけて在韓米軍烏山基地所属のＵ−２偵察機４機が飛来し現在も旧海軍

駐機場を使用している。さらに６月２６日から３日連続で、米軍岩国基地に配備されてい

るステルス戦闘機Ｆ−３５Ｂ型が２機ずつ飛来するなど、嘉手納基地は異常なほど過密状態

である。このような事態は平成１８年の米軍再編ロードマップ合意に明らかに反しており

断じて容認できるのもではない。日米両政府は町民の切なる願いに真摯に耳を傾け、嘉手

納基地の負担軽減策を速やか、かつ確実に実施すべきである。 

よって、嘉手納町議会は町民の生命、安全及び健康で平穏な生活を守る立場から、米軍

機の騒音激化に抗議するとともに、下記事項の速やかな実現を図るよう強く要求する。 

 

記 

 

１ 騒音防止協定を遵守し、嘉手納基地の騒音軽減策を速やか、かつ確実に実施すること。 

２ 暫定配備されている外来機を即時撤退させること。 

３ 今後、すべての外来機の飛来を禁止すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

平成２９年７月４日 

   沖縄県嘉手納町議会 

 

（あて先） 

内閣総理大臣  外務大臣  防衛大臣 

外務省特命全権大使（沖縄担当）  沖縄防衛局長  沖縄県知事  



嘉手納基地における米軍機の騒音激化に抗議する決議 

 

今年５月から６月にかけて、嘉手納基地に外来機が相次いで飛来し暫定配備されている

ことに伴い、航空機騒音が激化していることが本町の騒音測定調査によって明らかになっ

た。 

暫定配備されているＦ−１６戦闘機が訓練を開始した５月８日の前後５１日間における

町内３地点の騒音発生回数等を調査し比較した結果、町全体の騒音発生回数は６,６９８回

で約１.５倍、町民からの苦情は９４件で約１.８倍に増えている。特に騒音が激しい屋良地

点では、１００デシベル超えが３２回で４倍、９０デシベル台が４４２回で約２倍、８０

デシベル台が９２１回で約２.１倍となっている。また深夜早朝の騒音も増えており、屋良

地点は３０９回で約１.５倍、嘉手納地点は７５回で約１.４倍となるなど、深夜早朝構わず

響く騒音は町民の平穏な日常生活を破壊しており、米軍の傍若無人な基地運用に強い憤り

を禁じ得ない。 

本町議会がＦ−１６戦闘機１２機が暫定配備された際に「騒音がさらに増大することは必

至であり町民生活に与える影響は計り知れない」と指摘し、騒音防止協定を遵守し航空機

騒音の軽減を図ることを求め、米軍や日米両政府に厳しく要請したにも拘わらず、５月  

３１日から翌日にかけて在韓米軍烏山基地所属のＵ−２偵察機４機が飛来し現在も旧海軍

駐機場を使用している。さらに６月２６日から３日連続で、米軍岩国基地に配備されてい

るステルス戦闘機Ｆ−３５Ｂ型が２機ずつ飛来するなど、嘉手納基地は異常なほど過密状態

である。このような事態は平成１８年の米軍再編ロードマップ合意に明らかに反しており

断じて容認できるのもではない。日米両政府は町民の切なる願いに真摯に耳を傾け、嘉手

納基地の負担軽減策を速やか、かつ確実に実施すべきである。 

よって、嘉手納町議会は町民の生命、安全及び健康で平穏な生活を守る立場から、米軍

機の騒音激化に抗議するとともに、下記事項の速やかな実現を図るよう強く要求する。 

 

記 

 

１ 騒音防止協定を遵守し、嘉手納基地の騒音軽減策を速やか、かつ確実に実施すること。 

２ 暫定配備されている外来機を即時撤退させること。 

３ 今後、すべての外来機の飛来を禁止すること。 

 

以上、決議する。 

 

平成２９年７月４日 

   沖縄県嘉手納町議会 

 

（あて先） 

駐日米国大使  在日米軍司令官  在沖米四軍沖縄地域調整官 

在沖米国総領事  嘉手納基地第１８航空団司令官  沖縄県議会議長 

  


